
産業保健学部 産業衛生科学科（環境マネジメント学科） 

 

カリキュラム・ポリシー (教育課程編成・実施の方針）  

  

産業保健学部産業衛生科学科（環境マネジメント学科）では、働く人々の健康の保

持増進と安全確保に貢献し、産業の発展と活性化を支える人材を養成します。具体的

には、作業環境管理、作業管理、健康管理の 3つの柱を体系的に教育するとともに、

労働安全衛生マネジメントシステムを専門的に教育し、第二種作業環境測定士、第一

種衛生管理者の国家資格を無試験で取得できる知識と学力を持つ労働安全衛生専門職

を養成します。 

 これらの目標を達成するために、次のような教育課程を編成し、実施します。ま

た、3年次に「労働衛生管理総合演習」を実施して、学修の達成度を確認します。特

に、少人数教育により、きめ細やかな指導の充実を図ります。  

 

１ 産業保健学系 

労働安全衛生の基礎知識や第二種作業環境測定士、第一種衛生管理者の国家資格

付与の必要条件となる科目群で構成し、これを履修します。  

２ マネジメント学系 

労働安全衛生マネジメントシステムの理解・実践に必要なリスクアセスメントの

手法、法令、安全管理、事業所の経営、運営について学ぶ科目群で構成し、これを

履修します。  

３ 環境学系 

人を取り巻く環境について幅広く学ぶ学際的な科目群で構成し、これを履修しま

す。  

４ 健康科学系 

人体の構成や心身の健康保持に必要な知識について学ぶ学際的な科目群で構成

し、これを履修します。  

５ 工学・情報学系 

働く人々の健康と安全を工学的側面から支援するために必要な知識と技術を培う

科目群で構成し、これを履修します。  

６ 自然科学系 

化学、物理学、生物学をはじめ、労働安全衛生を実践するために必要な基礎学力

を培う自然科学の科目群で構成し、これを履修します。この中には、高大接続のた

めの初年次教育科目も含みます。  

７ 人文・社会学系 

将来必要とされるチームワーク力・コミュニケーション力、表現力、倫理観等に

寄与する人文・社会学系科目及びグローバルな視点に欠かせない語学で構成し、こ

れを履修します。  

８ 卒業研究 

4 年次に個別の科目を通じて学んできた幅広い知識と技術を有機的に結合させて

研究を行い、産業保健に関する知識を高め、卒業論文を作成することにより、学修

の達成度を判定します。 


